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(57)【要約】
【課題】録画再生装置に、リモートコントローラーの機
能と記録メディアを制御する機能とを持たせることによ
り、利用者の手元で当該録画再生装置の全ての操作を可
能とする。
【解決手段】リモートコントローラーの機能と記録メデ
ィアを制御する機能とを有するワイヤレスＨＤ録画再生
コントローラー１０は、映像コンテンツの再生に係る操
作が行われる操作部と、再生に係る操作によって、映像
コンテンツを再生する映像コンテンツ再生部と、再生さ
れた映像コンテンツを、制御信号として、無線で表示装
置に送信する送信処理部とを具備する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リモートコントローラーの機能と記録メディアを制御する機能とを有する可搬型録画再
生装置であって、
　映像コンテンツの再生に係る操作が行われる操作部と、
　前記操作部に対する、前記再生に係る前記操作によって、前記映像コンテンツを再生す
る映像コンテンツ再生部と、
　前記映像コンテンツ再生部によって再生された前記映像コンテンツを、制御信号として
、無線で表示装置に送信する送信処理部とを具備する可搬型録画再生装置。
【請求項２】
　前記送信処理部は、前記再生部によって再生された前記映像コンテンツを、制御信号と
して、圧縮して表示装置に送信する請求項１に記載の可搬型録画再生装置。
【請求項３】
　前記映像コンテンツ再生部は、前記記録メディアに保存された前記映像コンテンツを再
生する請求項１又は２に記載の可搬型録画再生装置。
【請求項４】
　前記映像コンテンツを受信する第１の映像コンテンツ受信部を具備し、
　前記映像コンテンツ再生部は、前記第１の映像コンテンツ受信部によって受信された前
記映像コンテンツを再生する請求項１乃至３のいずれかに記載の可搬型録画再生装置。
【請求項５】
　前記映像コンテンツを受信する第２の映像コンテンツ受信部と、
　前記第２の映像コンテンツ受信部を接続する映像コンテンツ接続部とを具備し、
　前記映像コンテンツ再生部は、前記第２の映像コンテンツ受信部によって受信された前
記映像コンテンツを再生する請求項１乃至３のいずれかに記載の可搬型録画再生装置。
【請求項６】
　記録メディアを制御する機能を有する他の機器から、直接又はネットワークを介して、
前記映像コンテンツを受信する第３の映像コンテンツ受信部を具備し、
　前記映像コンテンツ再生部は、前記第３の映像コンテンツ受信部によって受信された前
記映像コンテンツを再生する請求項１乃至３のいずれかに記載の可搬型録画再生装置。
【請求項７】
　前記映像コンテンツの録画に係る操作が行われる操作部と、
　前記操作部に対する、前記録画に係る操作によって、前記記録メディアに前記映像コン
テンツを録画する映像コンテンツ録画部とを具備する請求項１乃至６のいずれかに記載の
可搬型録画再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リモートコントローラーの機能と記録メディアを制御する機能とを有する可
搬型録画再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ブルーレイディスクやＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ
）などの可搬可能な記録メディアやＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）などの内
蔵型記録メディアの据え置き型録画再生装置が普及している。このような据え置き型録画
再生装置のほぼ全ては、リモートコントローラーによって操作されることが前提となって
いる。また、当該据え置き型録画再生装置とテレビやモニタなどの表示装置とが、無線に
よって映像信号を通信するための技術も一般的になってきている。
【０００３】
　一方、操作対象の装置は異なるが、リモートコントローラーに、当該リモートコントロ
ーラーによって操作される装置の機能の一部を実行させる技術も提案されている（例えば
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、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－１０１００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述した技術では、まず、本来は、テレビやモニタなどの表示装置が表示する文字放送
の内容に係るタイトルのリストが、リモートコントローラーに備えられた表示パネルに表
示される。次に、利用者が、タイトルのリストから所望する文字放送に係るタイトルを選
択すると、リモートコントローラーに備えられたスピーカーなどによって、文字放送の内
容が音声データとして再生される。
【０００６】
　上述した技術に係るリモートコントローラーは、当該リモートコントローラーによって
操作される装置の機能の一部を実行することができる。しかしながら、上述した技術に係
るリモートコントローラーを含むリモートコントローラー全般が、当該リモートコントロ
ーラーによって操作される装置に対する操作の全てを、当該リモートコントローラーのみ
で行うことができるわけではない。例えば、据え置き型録画再生装置については、可搬可
能な記録メディアの交換などは、リモートコントローラーを用いた遠隔操作によって行う
ことはできない。代わりに、利用者が、当該据え置き型録画再生装置を直接扱うことがで
きる位置に移動し、当該据え置き型録画再生装置に対して直接操作を行わなければならな
い。
【０００７】
　上記問題点に鑑み、本発明は、録画再生装置に、リモートコントローラーの機能と記録
メディアを制御する機能とを持たせることにより、利用者の手元で当該録画再生装置の全
ての操作が可能であることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決するために、本発明は以下のような特徴を有している。
【０００９】
　本発明の特徴は、リモートコントローラーの機能と記録メディアを制御する機能とを有
する可搬型録画再生装置（ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０）であって、映像
コンテンツの再生に係る操作が行われる操作部（操作部５００）と、前記操作部に対する
、前記再生に係る前記操作によって、前記映像コンテンツを再生する映像コンテンツ再生
部（映像コンテンツ再生部１０３）と、前記映像コンテンツ再生部によって再生された前
記映像コンテンツを、制御信号として、無線で表示装置に送信する送信処理部（送信処理
部１０５）とを具備することを要旨とする。
【００１０】
　このような可搬型録画再生装置によれば、利用者の手元で当該可搬型録画再生装置の全
ての操作が可能となる。
【００１１】
　本発明の特徴は、前記送信処理部は、前記再生部によって再生された前記映像コンテン
ツを、制御信号として、圧縮して表示装置に送信することを要旨とする。
【００１２】
　本発明の特徴は、前記映像コンテンツ再生部は、前記記録メディアに保存された前記映
像コンテンツを再生することを要旨とする。
【００１３】
　本発明の特徴は、前記映像コンテンツを受信する第１の映像コンテンツ受信部（チュー
ナー１０００）を具備し、前記映像コンテンツ再生部は、前記第１の映像コンテンツ受信
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部によって受信された前記映像コンテンツを再生することを要旨とする。
【００１４】
　本発明の特徴は、前記映像コンテンツを受信する第２の映像コンテンツ受信部（チュー
ナー１０００）と、前記第２の映像コンテンツ受信部を接続する映像コンテンツ接続部と
を具備し、前記映像コンテンツ再生部は、前記第２の映像コンテンツ受信部によって受信
された前記映像コンテンツを再生することを要旨とする。
【００１５】
　本発明の特徴は、記録メディアを制御する機能を有する他の機器から、直接又はネット
ワークを介して、前記映像コンテンツを受信する第３の映像コンテンツ受信部（Ｉ／Ｏ　
Ｉ／Ｆ６００、通信Ｉ／Ｆ９００）を具備し、前記映像コンテンツ再生部は、前記第３の
映像コンテンツ受信部によって受信された前記映像コンテンツを再生することを要旨とす
る。
【００１６】
　本発明の特徴は、前記映像コンテンツの録画に係る操作が行われる操作部（操作部５０
０）と、前記操作部に対する、前記録画に係る操作によって、前記記録メディアに前記映
像コンテンツを録画する映像コンテンツ録画部（映像コンテンツ録画部１０７）とを具備
することを要旨とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、録画再生装置に、リモートコントローラーの機能と記録メディアを制
御する機能とを持たせることにより、利用者の手元で当該録画再生装置の全ての操作が可
能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施形態に係る通信システムの全体概略構成図である。
【図２】本発明の実施形態に係るワイヤレスＨＤ録画再生コントローラーの構成図である
。
【図３】本発明の実施形態に係るワイヤレスＨＤ録画再生コントローラーの第１の動作を
示すフローチャートである。
【図４】本発明の実施形態に係るワイヤレスＨＤ録画再生コントローラーの第２の動作を
示すフローチャートである。
【図５】本発明の実施形態に係るワイヤレスＨＤ録画再生コントローラーの第３の動作を
示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　次に、図面を参照して、本発明の実施形態を説明する。具体的には、（１）通信システ
ムの全体概略構成、（２）ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラーの構成、（３）ワイヤ
レスＨＤ録画再生コントローラーの動作、（４）作用・効果、（５）その他の実施形態に
ついて説明する。以下の実施形態における図面の記載において、同一又は類似の部分には
同一又は類似の符号を付している。なお、本実施形態において、後述するワイヤレスＨＤ
録画再生コントローラー１０とワイヤレスＨＤテレビ２０とは、６０ＧＨｚ帯の周波数帯
を利用し、非圧縮の無線伝送を行うことにより家電製品やＡＶ機器などと通信を行う規格
であるワイヤレスＨＤに準拠している。
【００２０】
　（１）通信システムの全体概略構成
　図１は、本発明の実施形態に係る通信システム１の全体概略構成図である。
【００２１】
　図１に示すように、通信システム１は、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０と
、ワイヤレスＨＤテレビ２０と、録画再生装置３０と、可搬可能記録メディア４０と、地
上デジタル放送放送局５０と、インターネットやＬＡＮ等のネットワーク６０とを含む。
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【００２２】
　ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０は、後述する記憶装置７００から映像コン
テンツを取得する。また、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０は、直接接続され
た又はネットワーク６０を介して、録画再生装置３０から映像コンテンツを受信する。ま
た、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０は、直接接続された可搬可能記録メディ
ア４０から映像コンテンツを取得する。また、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１
０は、地上デジタル放送放送局５０から映像コンテンツを受信する。次に、ワイヤレスＨ
Ｄ録画再生コントローラー１０は、取得又は受信した映像コンテンツを、後述するＨＤエ
ンコーダ３００によってエンコードし、エンコードされた映像コンテンツを、後述するワ
イヤレスＨＤ部２００を介して、無線によってワイヤレスＨＤテレビ２０に送信する。又
は、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０は、ワイヤレスＨＤ録画再生コントロー
ラー１０の外部から取得又は受信した映像コンテンツを、後述する記憶装置７００に録画
又は保存する。なお、本実施形態においては、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１
０は、一般的な据え置き型録画再生装置のリモートコントローラーと同等の大きさを有す
る。
【００２３】
　ワイヤレスＨＤテレビ２０は、無線によって、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー
１０からＨＤエンコードされた映像コンテンツを受信する。次に、ワイヤレスＨＤテレビ
２０は、受信された映像コンテンツをＨＤデコーダによってデコードし、デコードされた
映像コンテンツを、表示画面に表示する。
【００２４】
　録画再生装置３０は、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０に直接接続され又は
ネットワーク６０を介して、映像コンテンツをワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１
０に送信する。なお、録画再生装置３０は、ブルーレイディスクやＤＶＤなどの可搬可能
な記録メディアやＨＤＤなどの内蔵型記録メディアの据え置き型録画再生装置と映像コン
テンツを配信するメディアサーバとなどを含む。
【００２５】
　可搬可能記録メディア４０は、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０に直接接続
され、映像コンテンツをワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０に利用可能とする。
なお、可搬可能記録メディア４０は、ＳＤメモリカードとＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　
Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）メモリとなどを含む。
【００２６】
　地上デジタル放送放送局５０は、デジタル放送を配信する。
【００２７】
　（２）ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラーの構成
　図２は、本発明の実施形態に係るワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０の構成図
である。
【００２８】
　ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０は、ＣＰＵ１００と、ワイヤレスＨＤ部２
００と、ＨＤエンコーダ３００と、コーデック４００と、操作部５００と、Ｉ／Ｏ　Ｉ／
Ｆ６００と、記憶装置７００と、メモリ８００と、通信Ｉ／Ｆ９００と、チューナー１０
００とを含む。
【００２９】
　ＣＰＵ１００は、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０が具備する各種機能を制
御する。
【００３０】
　ワイヤレスＨＤ部２００は、後述のＨＤエンコーダ３００によってエンコードされた映
像コンテンツを、ワイヤレスＨＤテレビ２０に対する制御信号として、無線によってワイ
ヤレスＨＤテレビ２０に送信するためのインターフェースである。
【００３１】
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　ＨＤエンコーダ３００は、無線通信により家電製品やＡＶ機器などを接続する規格であ
るワイヤレスＨＤに従って、映像コンテンツをエンコードする。
【００３２】
　コーデック４００は、映像コンテンツのエンコード（符号化）とデコード（復号化）と
を行う。具体的には、コーデック４００は、動画の非可逆圧縮の規格であるＭＰＥＧ－２
やＨ．２６４に従って、後述する記憶装置７００とワイヤレスＨＤ録画再生コントローラ
ー１０に直接接続された可搬可能記録メディア４０とに保存された映像コンテンツの圧縮
や伸張を行う。また、コーデック４００は、チューナー１０００が地上デジタル放送放送
局５０から受信した映像コンテンツであり、Ｂ－ＣＡＳ方式に基づいて暗号化された映像
コンテンツの復号を行う。なお、コーデック４００がエンコード及びデコードできる映像
コンテンツに係る規格は、上記ＭＰＥＧ－２、Ｈ．２６４及びＢ－ＣＡＳ方式に限定され
ない。
【００３３】
　操作部５００は、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０自体に設けられたボタン
等によって構成され、利用者の操作内容を入力するために用いられる。
【００３４】
　Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ６００は、録画再生装置３０と可搬可能記録メディア４０とをワイヤレ
スＨＤ録画再生コントローラー１０に直接接続するためのインターフェースである。また
、Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ６００は、録画再生装置３０から直接映像コンテンツを受信する。
【００３５】
　記憶装置７００は、例えば、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）ＳＳＤ（Ｓｏ
ｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）によって構成され、ワイヤレスＨＤテレビ２０に送信
される映像コンテンツを保存する。
【００３６】
　メモリ８００は、例えば、フラッシュメモリやＲＡＭ（Ｒａｎｄａｍ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｍｅｍｏｒｙ）によって構成され、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０における
制御などに用いられる各種情報を記憶する。
【００３７】
　通信Ｉ／Ｆ９００は、ネットワーク６０を介して、録画再生装置３０から映像コンテン
ツを受信する。なお、本実施形態においては、通信Ｉ／Ｆ９００は有線Ｉ／Ｆであるが無
線Ｉ／Ｆであってもよい。
【００３８】
　チューナー１０００は、操作部５００を通じて、利用者によって選択された地上デジタ
ル放送放送局５０から、映像コンテンツを受信する。なお、本実施形態においては、チュ
ーナー１０００は、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０に内蔵されているが、ワ
イヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０の外部に存在し、ワイヤレスＨＤ録画再生コン
トローラー１０と接続されていてもよい。また、本実施形態においては、チューナー１０
００は、無線信号を受信するが、有線信号を受信するものであってもよい。
【００３９】
　ＣＰＵ１００は、映像コンテンツ取得部１０１と、映像コンテンツ再生部１０３と、送
信処理部１０５と、映像コンテンツ録画部１０７と、映像コンテンツ保存部１０９とを含
む。
【００４０】
　映像コンテンツ取得部１０１は、記憶装置７００に保存された映像コンテンツを取得す
る。また、映像コンテンツ取得部１０１は、Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ６００に直接接続された可搬
可能記録メディア４０に保存された映像コンテンツを取得する。また、映像コンテンツ取
得部１０１は、Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ６００が、録画再生装置３０から直接受信した映像コンテ
ンツを取得する。また、映像コンテンツ取得部１０１は、通信Ｉ／Ｆ９００が、ネットワ
ーク６０を介して、録画再生装置３０から受信した映像コンテンツを取得する。また、映
像コンテンツ取得部１０１は、チューナー１０００が、操作部５００を通じて、利用者に
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よって選択された地上デジタル放送放送局５０から受信した映像コンテンツを取得する。
【００４１】
　映像コンテンツ再生部１０３は、再生するために映像コンテンツ取得部１０１によって
取得された映像コンテンツを、コーデック４００を介してデコードし、その後再生を行う
。具体的には、映像コンテンツ再生部１０３は、コーデック４００を介して、ＭＰＥＧ－
２やＨ．２６４によって圧縮された映像コンテンツを伸張し、その後再生を行う。また、
映像コンテンツ再生部１０３は、コーデック４００を介して、Ｂ－ＣＡＳ方式に基づいて
暗号化された映像コンテンツの復号を行い、その後再生を行う。なお、映像コンテンツ取
得部１０１が、Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ６００から取得した映像コンテンツのうち、Ｉ／Ｏ　Ｉ／
Ｆ６００が録画再生装置３０から直接受信した映像コンテンツと、映像コンテンツ取得部
１０１が通信Ｉ／Ｆ９００から取得した映像コンテンツとに対して何らかのエンコードが
行われている場合にのみ、映像コンテンツ再生部１０３は、コーデック４００を介して、
当該映像コンテンツに対して適切なデコードを行う。その後、いずれの場合であっても、
映像コンテンツ再生部１０３は、再生を行う。
【００４２】
　送信処理部１０５は、映像コンテンツ再生部１０３によって再生された映像コンテンツ
を、ＨＤエンコーダ３００を介して、ワイヤレスＨＤに従ってエンコードする。その後、
送信処理部１０５は、エンコードされた映像コンテンツを、ワイヤレスＨＤテレビ２０に
対する制御信号として、ワイヤレスＨＤ部２００を介して、無線によってワイヤレスＨＤ
テレビ２０に送信する。
【００４３】
　映像コンテンツ録画部１０７は、録画のために映像コンテンツ取得部１０１が取得した
映像コンテンツのうち、チューナー１０００が受信した映像コンテンツに、コーデック４
００を介して、Ｂ－ＣＡＳ方式に基づいて暗号化された映像コンテンツに対する復号を行
う。その後、コーデック４００を介して、復号された映像コンテンツにＭＰＥＧ－２又は
Ｈ．２６４に従って圧縮を行ったのち、圧縮された映像コンテンツを記憶装置７００に録
画する。また、映像コンテンツ録画部１０７は、録画のために映像コンテンツ取得部１０
１が取得した映像コンテンツのうち、Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ６００が録画再生装置３０から直接
受信した映像コンテンツと通信Ｉ／Ｆ９００が受信した映像コンテンツとに対して何らか
のエンコードが行われている場合にのみ、コーデック４００を介して、当該映像コンテン
ツに対して適切なデコードを行う。その後、映像コンテンツ録画部１０７は、いずれの場
合であっても、コーデック４００を介して、復号された映像コンテンツにＭＰＥＧ－２又
はＨ．２６４に従って圧縮を行ったのち、圧縮された映像コンテンツを記憶装置７００に
録画する。なお、映像コンテンツ録画部１０７は、記憶装置７００の代わりに、圧縮され
た映像コンテンツを、Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ６００に直接接続された可搬可能記録メディア４０
に録画してもよい。
【００４４】
　映像コンテンツ保存部１０９は、映像コンテンツ取得部１０１が、保存のために取得し
た、Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ６００に直接接続された可搬可能記録メディア４０に保存された映像
コンテンツを、ＭＰＥＧ－２又はＨ．２６４に従って圧縮された状態のまま、記憶装置７
００に保存する。なお、映像コンテンツ保存部１０９は、映像コンテンツ取得部１０１が
、保存のために取得した、記憶装置７００に保存された映像コンテンツを、ＭＰＥＧ－２
又はＨ．２６４に従って圧縮された状態のまま、Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ６００に直接接続された
可搬可能記録メディア４０に保存してもよい。
【００４５】
　（３）ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラーの動作
　次に、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０の動作を説明する。図３乃至図５は
、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０の動作を示すフローチャートである。
【００４６】
　まず、図３を用いて、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０が、映像コンテンツ
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を再生する動作について説明する。
【００４７】
　ステップＳ１０１において、映像コンテンツ取得部１０１は、記憶装置７００に保存さ
れた映像コンテンツを取得する。又は、映像コンテンツ取得部１０１は、Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ
６００に直接接続された可搬可能記録メディア４０に保存された映像コンテンツを取得す
る。又は、映像コンテンツ取得部１０１は、Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ６００が、録画再生装置３０
から直接受信した映像コンテンツを取得する。又は、映像コンテンツ取得部１０１は、通
信Ｉ／Ｆ９００が、ネットワーク６０を介して、録画再生装置３０から受信した映像コン
テンツを取得する。又は、映像コンテンツ取得部１０１は、チューナー１０００が、操作
部５００を通じて、利用者によって選択された地上デジタル放送放送局５０から受信した
映像コンテンツを取得する。
【００４８】
　ステップＳ１０３において、映像コンテンツ再生部１０３は、映像コンテンツ取得部１
０１によって取得された映像コンテンツを、コーデック４００を介してデコードし、その
後再生を行う。具体的には、映像コンテンツ再生部１０３は、コーデック４００を介して
、ＭＰＥＧ－２やＨ．２６４によって圧縮された映像コンテンツを伸張し、その後再生を
行う。又は、映像コンテンツ再生部１０３は、コーデック４００を介して、Ｂ－ＣＡＳ方
式に基づいて暗号化された映像コンテンツの復号を行い、その後再生を行う。なお、映像
コンテンツ取得部１０１が、Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ６００から取得した映像コンテンツのうち、
Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ６００が録画再生装置３０から直接受信した映像コンテンツと、映像コン
テンツ取得部１０１が通信Ｉ／Ｆ９００から取得した映像コンテンツとに対して何らかの
エンコードが行われている場合にのみ、映像コンテンツ再生部１０３は、コーデック４０
０を介して、当該映像コンテンツに対して適切なデコードを行う。その後、いずれの場合
であっても、映像コンテンツ再生部１０３は、再生を行う。
【００４９】
　ステップＳ１０５において、送信処理部１０５は、映像コンテンツ再生部１０３によっ
て再生された映像コンテンツを、ＨＤエンコーダ３００を介して、ワイヤレスＨＤに従っ
てエンコードする。
【００５０】
　ステップＳ１０７において、送信処理部１０５は、エンコードされた映像コンテンツを
、ワイヤレスＨＤテレビ２０に対する制御信号として、ワイヤレスＨＤ部２００を介して
、無線によってワイヤレスＨＤテレビ２０に送信する。
【００５１】
　次に図４を用いて、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０が、映像コンテンツを
録画する動作について説明する。
【００５２】
　ステップＳ２０１において、映像コンテンツ取得部１０１は、Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ６００が
、録画再生装置３０から直接受信した映像コンテンツを取得する。又は、映像コンテンツ
取得部１０１は、通信Ｉ／Ｆ９００が、ネットワーク６０を介して、録画再生装置３０か
ら受信した映像コンテンツを取得する。又は、映像コンテンツ取得部１０１は、チューナ
ー１０００が、操作部５００を通じて、利用者によって選択された地上デジタル放送放送
局５０から受信した映像コンテンツを取得する。
【００５３】
　ステップＳ２０３において、映像コンテンツ録画部１０７は、映像コンテンツ取得部１
０１が取得した映像コンテンツのうち、チューナー１０００が受信した映像コンテンツに
、コーデック４００を介して、Ｂ－ＣＡＳ方式に基づいて暗号化された映像コンテンツに
対する復号を行う。その後、コーデック４００を介して、復号された映像コンテンツにＭ
ＰＥＧ－２又はＨ．２６４に従って圧縮を行ったのち、圧縮された映像コンテンツを記憶
装置７００に録画する。また、映像コンテンツ録画部１０７は、映像コンテンツ取得部１
０１が取得した映像コンテンツのうち、Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ６００が録画再生装置３０から直
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接受信した映像コンテンツと通信Ｉ／Ｆ９００が受信した映像コンテンツとに対して何ら
かのエンコードが行われている場合にのみ、コーデック４００を介して、当該映像コンテ
ンツに対して適切なデコードを行う。その後、映像コンテンツ録画部１０７は、いずれの
場合であっても、コーデック４００を介して、復号された映像コンテンツにＭＰＥＧ－２
又はＨ．２６４に従って圧縮を行ったのち、圧縮された映像コンテンツを記憶装置７００
に録画する。
【００５４】
　次に図５を用いて、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０が、映像コンテンツを
保存する動作について説明する。
【００５５】
　ステップＳ３０１において、映像コンテンツ取得部１０１は、Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ６００に
直接接続された可搬可能記録メディア４０に保存された映像コンテンツを取得する。
【００５６】
　ステップＳ３０３において、映像コンテンツ保存部１０９は、映像コンテンツ取得部１
０１が取得した、Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ６００に直接接続された可搬可能記録メディア４０に保
存された映像コンテンツを、ＭＰＥＧ－２又はＨ．２６４に従って圧縮された状態のまま
、記憶装置７００に保存する。
【００５７】
　（４）作用・効果
　本発明の実施形態において、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０は、ワイヤレ
スＨＤに従ってエンコードされた映像コンテンツを、ワイヤレスＨＤテレビ２０に対し、
無線によって、当該映像コンテンツを表示させるための制御信号として送信する。よって
、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０は、このリモートコントローラーに係る機
能と記録メディアを制御する機能とを有するように構成されている。
【００５８】
　また、本発明の実施形態において、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０は、一
般的な据え置き型録画再生装置のリモートコントローラーと同等の大きさを有する。
【００５９】
　このようなワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０によれば、利用者の手元で当該
ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０の全ての操作が可能となる。
【００６０】
　また、このようなワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０によれば、リモートコン
トローラー自体が必要ないため、製造コスト等の削減が可能となる。
【００６１】
　また、このようなワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０によれば、ワイヤレスＨ
Ｄ録画再生コントローラー１０の小型化による省スペースを期待できる。
【００６２】
　また、このようなワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０によれば、家族の構成員
のそれぞれが、異なる映像コンテンツが格納された専用のワイヤレスＨＤ録画再生コント
ローラー１０を所有することが可能となる。
【００６３】
　（５）その他の実施形態
　上記のように、本発明は実施形態によって記載したが、この開示の一部をなす論述及び
図面はこの発明を限定するものであると理解すべきではない。この開示から当業者には様
々な代替実施形態、実施例及び運用技術が明らかとなる。
【００６４】
　上述した実施形態では、ワイヤレスＨＤに従って、ワイヤレスＨＤ録画再生コントロー
ラー１０とワイヤレスＨＤテレビ２０とが映像コンテンツの送受信を行う。
【００６５】
　一方、当該ワイヤレスＨＤの６０ＧＨｚ帯の周波数帯を利用した無線伝送の標準規格と
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て映像コンテンツの送受信が行われてもよい。
【００６６】
　また、無線機器間の相互接続性等の通信規格であるＷｉ－Ｆｉ（利用周波数帯が５ＧＨ
ｚ帯である８０２．１１ａや８０２．１１ｎと、利用周波数帯が２．４ＧＨｚ帯である８
０２．１１ｂや８０２．１１ｇや８０２．１１ｎとを含む）に従って映像コンテンツの送
受信が行われてもよい。
【００６７】
　また、５ＧＨｚ帯の周波数帯で高品位の映像コンテンツの短距離無線通信を行うための
技術であるＷＨＤＩ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｈｏｍｅ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃ
ｅ）に従って映像コンテンツの送受信が行われてもよい。
【００６８】
　また、データを数ＧＨｚの極めて広い周波数帯に拡散して送受信を行う無線通信方式で
あるＵＷＢ（Ｕｌｔｒａ　Ｗｉｄｅ　Ｂａｎｄ）を用いた、主に家庭用の電気機器やＡＶ
機器向けのデジタル映像及び音声の無線による入出力インターフェース規格であるワイヤ
レスＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆ
ａｃｅ）に従って映像コンテンツの送受信が行われてもよい。
【００６９】
　また、上述した実施形態では、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０とワイヤレ
スＨＤテレビ２０との映像コンテンツの送受信において、当該映像コンテンツの圧縮は行
われていないが、圧縮した映像コンテンツによって、ワイヤレスＨＤ録画再生コントロー
ラー１０とワイヤレスＨＤテレビ２０との送受信が行われてもよい。
【００７０】
　また、上述した実施形態では、ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー１０は、一般的
な据え置き型録画再生装置のリモートコントローラーと同等の大きさを有するが、ワイヤ
レスＨＤ録画再生コントローラー１０は、当該リモートコントローラーより小さくてもよ
い。
【００７１】
　このように本発明は、ここでは記載していない様々な実施形態等を包含するということ
を理解すべきである。したがって、本発明はこの開示から妥当な特許請求の範囲の発明特
定事項によってのみ限定されるものである。
【産業上の利用可能性】
【００７２】
　本発明の可搬型録画再生装置は、録画再生装置に、リモートコントローラーの機能と記
録メディアを制御する機能とを持たせることにより、利用者の手元で当該録画再生装置の
全ての操作が可能であり、可搬型録画再生装置として有用である。
【符号の説明】
【００７３】
　１０…ワイヤレスＨＤ録画再生コントローラー、２０…ワイヤレスＨＤテレビ、３０…
録画再生装置、４０…可搬可能記録メディア、５０…地上デジタル放送放送局、６０…ネ
ットワーク、１００…ＣＰＵ、１０１…映像コンテンツ取得部、１０３…映像コンテンツ
再生部、１０５…送信処理部、１０７…映像コンテンツ録画部、１０９…映像コンテンツ
保存部、２００…ワイヤレスＨＤ部、３００…ＨＤエンコーダ、４００…コーデック、５
００…操作部、６００…Ｉ／Ｏ　Ｉ／Ｆ、７００…記憶装置、８００…メモリ、９００…
通信Ｉ／Ｆ、１０００…チューナー
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